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は、 PBS潜流後、さらに4% PFA/0.1Mリン酸棲衝液(pB; pH7.4)による津流固定を行った。措
出した眼球は4% PFA/(U M PBで後固定を行い、 15%ショ糖溶液伯.lMリン酸緩衝液(pH7.4)
に浸漬した。眼球はタライオスタットで20 pm厚に薄切した。切片は使用まで0.3%TritonX-100
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1 ) rTFGは視細胞内節、全てのcalbindin D-28K陽性水平細胞、約半数のsyntaxin-1陽性
アマクリン細胞、および神経節細胞層に発現が認められた。
2)アマクリン細胞のうち、多数のグリシン作動性細胞および少数のGABA作動性細胞はrTFG
陽性であったが、アセチル=.リン作動性細胞およびドパミン作動性細胞にはrTFGの発現が認め
られなかった,J
3) Brn3a陽性神経節細胞にrTFGの発現は認められなかった。
4)以上より、 rTFG様タンパク質陽性細胞は、水平細胞や約半数のアマクリン細胞のように
GABAやグリシンを神経伝達物質として利用していると考えられるo　したがって、 rTFGは網膜に
おける抑制性介在神経細胞の機能に関与していると考えられる。
本論文は、ラット網膜におけるrTFGの局在と機能について新しい知見を与えたものであり、
最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値す
るものと認められたO
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